
山 口喜一郎 の 日本語教授法 について

一 対訳法から直接法へ

木 村 宗 男

1.台 湾 日本藷 教育 の創 始期

山 口喜一郎(1872～1952)は1897年(明 治30年)か ら,太 平洋 戦争 の終

戦に よって帰国す るまで,少 くとも52年1レ とい う長 いあいだにわた って,

外 地α)日本語 教育一筋 に生 きた人であ る.山 口が 日本語 教育 の道 にはい っ

たのは,周 知 のよ うに台湾においてであ った.台 湾総督府学務部 のr国 語

講習員」 として,1896年(明 治29年)12月 に台湾 に渡 り,翌 年4月1日 に

講習 を修了 して,総 督府 の 日本語教員 に任命 された のが,山 口の 日本語教

育活動 の第一歩 であった,そ こで いま山口の 日本語教授法 を調べ るに当っ

ては,ま ず 当時 の台湾 の 日本語教育 につ いて見 ておか なけれ ばならない,

台 湾 で 目本語教育 が始 められた σ)は1895年(明 治28年)で あ った,そ の

年 の4月21日 に 日清講和条約が調和 され ると,日 本政 府は早 くも5月21目

に 台湾総督府仮条令 を制定 して,台 湾統治に着手 した.し か し,5月25日

に 台湾独立宣言 を掲 げる反乱が起 った・ 口本 の軍隊は5月29目 に 台湾 に上

陸,6月7日 に台北 を平定 し,そ のあ と,よ うや く台湾総督府 が開設 され

た,総 督府 学務部 長 に任命 され た伊 沢修二 が部員3名 を率 いて台湾 に上陸

したのは7月 であ ったが・当時 の台北 は戦火 と掠奪 を恐れた 市 民 が 四 散

し,市 中は荒廃 してお り,学 校 を再 開できる状態 ではなか った.伊 沢は台

北か ら北 へ約12キ ・¢)士林 に適地 を求 め,芝 山巌 とい う丘σ)上の開淳聖王

P山 口が 帰 国 した σ)は,1947年4月 で あ るが,

時 に 終 った もの と判!析す一る.
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廟内 に学務部 を開設 した.同 時に廟の建物 の一 部 を教室 と し て,こ こ に

r芝 山巌 学堂」 を開校 した,こ の とき入学 した生徒 はわず か6名 であ った,

それ も,伊 沢 らの熱 心な勧誘に よるものであ った.士 林 は もともと学 問 を

好む人士の多い土地柄 であ ったプ)で,8月 に は生徒 数23名 にな1},学 務 部

員 も6名 に増員 され た、

伊沢修二 はその経歴 か らも知 られ るよ うに,単 な る行政官 で は な か っ

た・ 自身教 育実践者 であ った伊沢 は,廟 内の学務部 に部員 と寝食 を共 に し

なが ら,自 ら授業 を担 当 し,日 本語教材 のf乍成 と教授法の研究 に専念 した.

伊 沢は教員の不足 を補 うため,内 地 の現職教 員か ら募集 した講習員 を芝

山巖で ロ本 語教員 として養成 す ることを考 えた,そ の講習 員募集 とその他

の要務 をおび て,伊 沢 が東京 に出張中の1895年12月31目 の夜 か ら元 日にか

けて,台 湾北部 にまた も激 しい反乱 が起 った.芝 山学堂 も襲撃 され て,6

名 の学務部員は全.員遭難 して果 てた.こ れ がいわゆ る 「芝山巌事 件.1で あ

る,遭 難 の6氏 は 「六氏先生廟」に祭 られ,台 湾における教育 者の使 命観

を鼓吹す るr芝 山巌精神」がその後唱え られたのであ った,こ の6氏 とそ

の後台湾教育 に倒れた数多 くσ)物故者の慰霊のた め,台 湾教育会が1933年

に発行 したr芝 山巌誌』 には,事 件の詳 細 ととも:二,芝 山学 堂におけ る目

本語 教育の状況 も,体 験者 によって詳 し く報 告 され ている.そ れ に よ っ

て,山 口の受けた講 習 について も知 ることがで きる.

芝 山学堂は事 件のため一時閉鎖 のやむな きに至 ったが,4月21日,伊 沢

の帰任に よって再 開 され た,こ の とき,伊 沢は新任 の学務部員13名 と講習

員45名 を引率 して帰 った.講 習員は正式には 「国語 講習員」 とい う名 称

で,こ の ときが第1回 であ る.山 口はそのつ ぎの年 の第2回 国語講習 員で

あ った,

2.国 語 講 習員 山口喜一郎

山 口 らの第2回 国語講習員 の募集は1896年(明 治29年)10月 に行 なわれ

た こ")と きび)講習員 には,甲 ・乙提)2種 があ り,甲 種 は小学校本科正教
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員以上の者で教員 にな るもの,乙 種は中学卒業以上の者 で事務 を担 当す る

ものであ った.各 府県か ら2名 ずつ ぐらい推薦 され た中か ら,試 験 によ っ

て甲種50名,乙 種26名 が 採用 された,

甲種 の試 験科 目は 「漢 作文 」「国文漢 訳」(目 本語 の会話文 を漢 訳させ る

もの),そ れ に口頭試問で あった,当 時 は 日本人 と台湾 人が筆談 によって

意志 の疎通 を行 なわなけれ ばな らなか った ので、漢文 の素養 が 重 視 され

た,筆 記試験 合格者 には伊沢 が直接面接 して,口 頭試 問 を行 なった・r台

湾 には5年 くらいい なければな らないがそれ で もよいか」 な どと聞いたあ

と,王 十音 を読 ませ た 弘rツ ァ」 な どの ような発音 をさせ る発音 テ ス ト

も行 な った、 これ は台湾語学習 の適性 を知 るためで あ った,

山 口は1872年(明 治5年)に 石川県鳳至郡輪島村 に生 まれ,石 川県尋常

師範学校 を1887年 に卒業 してい る.し たが ってこの ときまでに約9年 び)教

員経歴があ り,年 齢は25歳 で あ った ことにな る.山 口の志願 の動機 はわか

らない.

第2回 講習員 は学務部 員4名 に引率 され て,12月9日 に貨物船小倉丸 で

神戸 を出港 し,15Hに 基 隆 に上陸 して,そ の 日の うちに芝 山巌学堂 に着 い

た。芝 山巖学堂 は明治29年3月30日 公 布 の台湾総督府直轄学校官制 によっ

てr国 語学校附属芝 山巌学堂」 と改称 され ていた.山 口は ここで授業 日数

73日 の講習 を受 けた,

講 習の学科は 「台湾語」r国 語教授法 』r理 科..Ir「11『歌Ir体 操 」であ った

が,大 部分はr台 湾 語」に当て られた.

r台 湾語一1はr発 音』r会 話 」に分け られ た,発 音 は主 として八声 の練習

をした.会 話 は さらに分 かれ て,r目 常会話二 とr小 学読方作文掛図教授

指針 」の二 つであ った.r日 常会話」 は芝 山巌六氏 の編集 した 『新 日本語

言集』 と 『会話入門」 を使 った.教 師 の範唱 に従 って斉唱す ることを反復

したのち,各 自に言わせ て訂正す る方法が取 られた・教師は芝山学堂最初

の生徒であ った桐秋潔,郭 廷献であ った.

r小 学読本作文掛図』 とい うのは,小 学読本 を掛図 にした よ うな もので,
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絵 に添 えて語句や文が書かれ ている、第1課 「ハナ」第2課rハ ト」 など

σ)単語か ら始 ま 凱 第5課rハ ト ハナ」な どを経 て,第6課rキ ノシ

タニ スズ ム」な どの短文が絵 とともに示 してあ る.こ の ように して,最

後 にはひ らがな,漢 文ま じ り文へ と進むのであ る、 この掛 図 には 『教授 指

針』 がついてい る.各 ぺ一 ジを上下2段 に分け,上 段 には 日本 語¢)原文,

下段 には台湾語に よる対 訳があ り,そ れに八声の符号がついてい る.教 師

は台湾許 と日本語 を対 照 して読む ことがで きる,掛 図は文 部省 で編 纂 した

もの を台湾で利用 して作 った,講 習員は将来 これ を使6て 日本 語 を教 える

ときの台湾語 を糸束習『勇るわけであ る.

『指針』の終 りには 「実地教授 の例」とい うのがある.は じめに台湾語 に

よ って教 室用 語 「オ カケナサイ」「立 チナサイ」「此方 ヲ見ナサイ」な どと教

え,つ ぎには掛 図の1課 か ら10課 まで を台湾語 で教 える例 を示 す,そ のほ

か濁 音・半濁音,テ ニヲノ・,ヰ ・ヱな どの文字 を教 える場合 の台湾語 による

説 明があ り,そ れぞれ カナで発音 を示 し,八 声 の符号 がつけてある.教 師 は

これ さえ持 っていれば,台 湾語 で授 業 を進 める ことができた といわれ てい

る.当 時は台湾語 を使 って徹 底的な対訳教授法 を取 っていたわけである,

r国 語教授法」とい う科 目では,第1回 練習生の ときは,初 歩 の課 の教案

作成 を課 し,伊 沢 自身 がいちいち校 閲訂 正 した.講 習生 はそれ を使 一・て授

業 を行 ない,批 評 を受 けた,第2回 講習 ではこの方法 は行 な わ れ な か っ

た,附 属学校 の実 際授業 を見学す るに とどまった,

以 上は主 として,第1回 講習員 であ った加藤元衛 門の記述(『芝 山巖誌 .1)

に よ る.

3。 初 期 の日本語授業

山 口ら第2回 講 習員 が見学 した と思 われ る授業 の様子 は,後 年山 口自身

の執筆 したr台 湾に於 け る傍沢修二先生」(雑 誌r目 本語 一211第5巻 第1号

1944)に よ って,つ ぎグ)ような ものであったと想{象され る、

2〉 日木 語 敦 育 振 興 会編 集 発 行(1941～1945).
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教材ならびに教師用として,つ ぎのものが庚用された.

文部省編輯局によるもの

小学読本

小学よみかき教授書

小学読方作文教授掛図

台湾総督府民政部学務課によるもの

小学読書教授指鍼

小学読方作文掛図教授指針

日本語教授書

新 日本語集

台湾十五音及字母附八声符号

授業は甲 ・乙2組 に分けて行なわれた,

甲組(青 年識字者・地方吏員 となるためσ)速習)午 前10時 ～12時

翻 鰍 よみか　 継
問答 小学校読方作文教授掛図

乙組(8歳 以.E15歳 以下の児童 ・少年)

午前10時 ～12時,午 後 ユ時～1時30分

翻 目本語　
唱歌 小学唱歌集 か ら,『 君 が代』 『皇御国』(伊 沢修 二作曲),r螢 の

光 』な ど

は じめは・伊沢 自身が教壇 に立 ち模範 を示 した.甲 組 の問答 は終始 伊沢

の担 当であ った・6月 か ら文法 と唱歌 を加 え,文 法 はこれ も伊沢 が担 当 し

た・伊 沢はのちに この ときの教材 に よってr国 語教授参考書 巻三」 を著

した・ さらにのちには,地 理 も加 え られ た・ これ はr国 語読本初歩一 を編

むための実験的 な授業 であ った.

乙組 の授業 によっては,の ちにr国 語教授参考書 巻 一』が作 られた,
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4.伊 沢 修二の影響

伊 沢修二 が明治初期 目本の教育 において,音 楽教育,ろ ラあ教育,師 範

教育 の創始者 として果 した功績 は,よ く知 られてい るが,上 記の ように,台

湾 の日本語 教育σ)創始 者で もあ った ことは忘 れ られてい るらしい,国 語 学

辞典の伊 沢修二 の項 さえ,そ の ことに触れ ていない,

伊 沢は明治28年 広島 σ)大本営 で樺 山資紀 台湾総督 に台湾教育 につ いて進

言 したのが機縁 となって,総 督府学 務部長 に任命 され,台 湾 の教育 の全責

任 を負 うことになった ので ある・伊沢 は当初か ら,台 湾 の教育 は 日本語で

行 な うことを基本方針 と してい た・明治28年10月 に台南へ視察 に赴いた

際,英 人宣教師バー ク レーか ら,・ 一マ宇表記の台湾語 を使用すべ きで あ

ると助言 されたが,議 論の末 これ をし りぞけた,伊 沢は台湾`)子 弟が 目本

語 を習得す ることの可能性 を信 じて疑 わなか った.そ れは,か れが アメ リ

カ留学中 に学んだ教 育学 ・音 声学 魔 どの知識 と,帰 園後実際教育 に従 事 し

た体験か ら くる自信 に よって裏づ け られ ていた・伊沢 の考 えはr台 湾公学

校設置 に関す る意見』(./{ン フ レッ ト,明 治30,5,2)に 述 べ られ てい る,

山 口は前 記のr台 湾に於 け る伊 沢修 二先 生」¢)文中で,伊 沢 の師範教育

重視 の卓見 を高 く賞揚 し,さ らにつ ぎのよ うに述 べている.

「50年 に近 い教育経歴 の源 は先生 の選抜 の、圏に 、仁る もの と始終感激 し て

い る.1と 。

山1:.[が伊 沢か ら受 けた影響 は,伊 沢 の教授法 の理論(r第1回 講習 員卒業

証書授与式 に於1'.♪る伊 沢学務部長 報告 及演説 」『芝山巌誌、1所収)か らよ り

も,精 神的 な ものの方 が大 きか ったのではないか と考 え られ る,

伊 沢 の主張 した教授法 では,日 本語 を教 えるのにr話 し言葉か らして今

目の普通文 に及ぼす」 とす る.そ して普通文 にはr口 本文脈 を追 うて来 て

い る普通文」 とr漢 文脈 を追 うて来てい る普 通文 とがあ る、1と し,後 者は

台湾では教 え易い と してい る.こ れは当時 と しては進 んだ考 えであ るが,

教 授方法は訳 読法 を一・歩 も出なか った・そのために・講 召1員は何 よ りも台
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湾語 の習得 に最大 の努 力 をした と言 ってい る,

5,対 訳 法から直接法 への契機

第2回 講習員 の修 了証書授与式 は4月1日(明 治30年)に 行 なわれ た・

甲種修 了者 名簿 中の41番 目に

石川県士族 山口喜 一郎 第2附 属学校嘱託42

とあ る、名簿 の順位 は何 によるσ)かわか らない・氏名 のつ ぎは修了後 の配

属 を示 し,最 後 の数宇 は月俸(単 位 円)で ある.

国 語学校第2附 属学 校嘱託 となった山 口は,講 習で伊 沢 に教 えられ た と

お りに対 訳法 を,忠実 に実践 した にちがいない・ その山 口に対訳法か ら直接

法への転 換 を行 なわせ た契機 が まもな くや って くる.

1898年(明 治31年)に 国語学校教授橋 本 武誹は 同 校 の 図 書 σ)中 に,

FrangoisGouin(B31～1895)のL'artd'ensigneretd'etudierleslangues

(1880)の 英 訳書TheArtofTeachingandStudyingLanguages(1892,

HowardSwan,VictorB6tis翻 訳)を 見つ けて興味 をひかれた.山 口ら

は橋本 が同書 の講読,解 説 をす るo)を 聞 いて,Gouin¢)方 法 にょる授業 を

実験的 に行 な うことに した・反対")意 見 もあ ったが,そ れ を押 し切 って,

艀 脚附属学校 び)授業 で山 口が実行 した.結 果は成功であ った.こ び)実験的

授 業の結果 にかんがみて,大 矢透 と杉 山文悟 が編修 に当った新 しい国語読

本 は,対 訳 を用いないで教える読本 とす るこ とになった.そ の後,授 業は

この新 しい国語読本 を中心 として,話 し方,読 み方,書 き取 り,作 文 など

を教 える二とになった.同 時 に表記はr発 音仮 名づ かい」 を採用 した.こ

れは小川 尚義41の 主張 によるものであ った5:、

この教授法改革 の発端はGOuinの 書 に教え られ た ことによ るが,当 時

は,そ れ まで の対訳法 による授業 に限界が見 られ,現 場 教員のあいだには

3〕 第2回 講 習 員 を引 率 して赴 任 した学 務 音1τ員の 一人 であ う文 学 士.

4)言 語 学 専政 の文 学士,

5)『 口本 語 教 授 法 原 論 、lp、392.
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焦燥 が感 じられてい るときであ った,伊 沢は これ よ りさき,第2回 講習.員

を送 り出 した直後 の4月26日 に 「御用 有之上京 を命ず』 とい う命 令 を受

け,さ らに同年7月29日 付 でr学 務部長非職被仰付(内 閣)」 とい う辞 令を

受け て,台 湾の教育 か ら離 れていた.橋 本がGQuinの 教授 法 を発見 し,

山 口らがそれを実験 しよ うとした ときに,も し伊沢が台湾の 日本語教育 を

指 導 していた ら,果 して教授 法の改革 が行なわれたか ど うか・あ るいは・

伊 沢の ことであ るか ら・積極的 にそれ を支 持 したか も しれない・

HowardSwanは1892(明 治25年)文 部省 に招 かれ て東京高商 フ)外国人

講 師 として来 日した,1903年 文 部省主催の夏期英語 教育講習 会で,94入 α)

英 語教 員 に対 して,SwanがGouinの 教 授法 を紹介 した こともあった が,

この方法は 日本の英語教育界か らは受け入 れ られなか った.日 本 の英語教

育 に グアン法は適 しなか ったのであ る.

そ れに反 して,台 湾の 日本 語教 育の場 合はグア ン法が受け入 れ られ,実

験 された.台 湾では初等教育の第1年 か ら・すべ ての授 業 を日本語 で行な

うとい うのが,当 初か らの基本原 則であ ッた・そフ)上・台湾での教育は母

語 を異にす るものが対象であ って,対 訳法 を取 るため には,ま ず教師が台

湾語 を習得 しなければな らない・当時,日 本人で中国認 をよ くす るもの と

いえば,例 外な く北京語 であ り,そ の数 もご く少数 であ った・ また台湾人

の中 にも北京語 ので きるものは少なか ったのであ る・ この よ うな事情 の も

とで,対 訳法 による授業 を行 な うには,前 に も述べた よ うに,教 師が まず

相手 の母国語 を習得 しなければ な らない.し たが って,学 習者の 目本語の

進歩 は,教 師 α)台湾語学習 の進歩 の歩幅 を越 える ことがで きないわ けで あ

る.し か も,教 師 は台湾語 の学習 にのみ追われ て,教 授法上の研究 をす る

ことも,授 業 の準備 を十分 にす ることもできない.に もかかわ らず,台 湾

の 日本語教育 の初期 に,対 訳法 に よって成果 をあげた とす る と・それは・

例 のr芝 山巌精神」 を継 ぐ教師 のひ たむ きな努力 と・それ を統率す る伊沢

の才能 と献身的 な努力 と,そ して,学 校所在地附近 ¢)台湾人士 の好学心 に

よる ものではなか ったか と、思われ る、

一244一



1898年10月 に 公学校 令が施行 されて,教 育体系の完成 が 目程にのぽ って

くる と,高 等教育 に必要 な 口本語 能力 を与 え ることが 日本語 教育の新 な 目

標 として加 え られた.こ れ までの応急 処理 的な対訳 教授 法では早 晩行き詰

まったにちがいない.す でにそ¢)兆候 を見 て,心 あ る口本語 教員が悩 んで

いた ときに・GOuinの 教 授法 が橋本 に よって紹 介 されたσ)であ った.こ れ

は教員 に とって教授法 に対す る開眼で あ り,新 しい教授 法研究 の意欲 をか

きたて られ た,伊 沢に よって植 えつけ られ た教員 の開柘者的 精神 と探 究欲

が,Gouinに よ って触発 され た と言 って もいいであろ う.伊 沢か らの精神

的影響 を強 く受 けた若 いレ1旧はこの方法 の先駆的 な実験 に意欲 を燃や した

もの と思 われ る、

6,直 接法の確立

直接法 に切 り替え られ てか らの教授方 針,教 授 方法,教 材作成基準 など

は,r台 湾公立 学校 国語 教授 法要 旨」(1900,12,総 督 府学務課)に 一括 し

て記述 され,台 湾の 日本語教授者 が迷 うところな く進む道 を示 した6㌧

そのころの教授法 につ いて山 口は 『日本語教授法原論.17レで つ ぎの 、女 う

に述べ てい る,

始 めグアン氏方案 によつ て教授法が行はれた際 には,対 訳 を廃 し,土

語 を使用 しないことを望ん だけれ ども,話 方教授")初 期に於 い ては,教

材の内容即 ち言葉 の意味で ある事実 を土語 に て説明 し,然 る後,そ れを

直観方便 に移 して国語 を授 けることを許 したのであつた.(「 日本 語教授

法原論JP,393)、

す なわ ち,こ のころは まだ折衷的方法が取 られ ていた,純 然た る直接法

が行 なわれ るよ うになったのは,2度 目の読本改正(1911年)の ころであ

った.

そ の後 の台湾 の 目本語 教育の進 展ぶ りを見 ると,こ ヴ)ときσ)直接 法への

6)『 日本 「昏老気†受 『去原 「1向』(p.406～418),

7)1943殉 弘呆斤1}己元 ネ土.
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切 り替えがいかに重要 な転機 であ ったかがわか る、 しか も,こ の台湾 の方

法が山口の足跡 とと もに,朝 鮮 ・旧満州 ・華北 へと受 けつ がれ ていったの

である.

山 口は 『日本語教授法原論』 の結語 で,Gouinの 方 法 につ いて詳 しく述

べ たあと,つ ぎのよ うに批判 ・評価 してい る,(p.406).

それ を要約す るとつ ぎのとお りである.

グ アン法 についての批判

①1教 課 の項数 を20乃 至25に 限 った ことは独断で あ り,不 自然であ る・

② あ る題 目が示す 目的 につい て連想 され る手段系列の展開が煩鎖 に過

ぎ教授上賛成 しがたい.

③ 外 界事物 を目的 と手段 ¢)関係で見 る見方にのみ重 きをおい て,実 際

にわれわれが空間的統 一体 と して観 察 し記憶す る方面 を閑却 した とこ

ろはグア ン法 幌)欠、県であ る.

グア ン法についての言平価

① 事物 を動的 に とらえ,言 表の中心 を動 詞においた ことはよい、

② 目的 と手段 び)関係で教材 を統 一 し,雑 多な事項 に秩序 を与 え,言 葉

を散漫乱雑 な塊 としない、・、宗で啓発 され る,

③ 客観的 言語 と主観的 言語 を対 立 させ,そ れ をr相 伴 はせ て」教授す

るとい ラ考 えは 自然 で無理 のない方 法であ る.

山 口は,こ の批判 で見 られ るように,は じめは 「グア ン法」 を実験 した

が,の ちには・言語理 論 と実際の授業の経 験σ)両面か ら・ 「グア ン法」を

越 えて,山 口自身 の教授法 を打 ち立 てたのである,

あ と が き

山 口が一貫 してす ぐれ た 日本語教授者 であ った ことは,少 な くとも日本

語 教育関係者 のあいだでは よ く知 られ ているが,山 口の授業 の実際 を直接

知 っている人 は,い まはご く少数で ある,そ の少数 の人 の記憶 によって語

られ る鋤 のを聞 いて,山 口の授業の実際 を想像す るほかない,
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山口は 目本語教育 の実践者 である と同1寺に,理 論的指導 者で もあ った.

しか し山口の著f乍論文 はその うちの1冊91を 除 いて,す べて終 戦前に刊行

され たものであ 窮 中には外地 で刊行 され た もの もあ る剛.し たが って,

主 著 『日本語教授法原論』 さえ も,現 在入手 困難 な状態 であ る.山Rの 名

を知 っている もび)げ)うち,は た して何 人が山 口の方 法 を理解 してい るか と

、慰われ る.

山 口σ)日木語 教育 におけ る事績 は尊敬 しなければな らないが,か れ を伝

説 的な人物 に祭 りあげ る二とがあ っては ならない.同 時 に,山 口 の 唱 道

し,実 践 した教授法 が妥協 を許 さぬ直接法であ るとい う理 由で,あ た まか

らそれ を無 視す る とい う態 度 も容認すべ きではない,現 在の 日本語教育 の

おかれ ている状 況は,山 口の時代 とはあ ま りにも異な るけれ ども,山 口の

教授方 法を こんにちσ)照明σ)もとで解明す ることを怠 ってよい とい う理 由

にはな らない.

山 口喜一郎 の著述

1.著 書

外国語 としての我 が国語教授法1933.8自 家 版(旅 順)

日本語教授法概説194L11北 京 新民印書館(北 京)

口木語教授法原論1943.7新 紀 元仕

話言葉 とその教育195王.6刀 江 書院

2.講 座 ・シ リーズ な どの著述

東洋 人に対す る国語 の教授法(朝 目新聞社編 国語文化講座第6巻

国語進 出編)1972.1朝 日新 聞社

話 すこ と¢)教育(こ れ か らの国語教 育ワ)ためにIV)1952.12習 文 杜

8)「 日本 語 教 育研 究」 第L号(日 本 語 鴛 師 連盟 発 行1970〉 に 艮 沼1自:兄氏 の 山]の

教授 法 に つ い て の 談 話 が あ る.

9)ri舌 高目葉 とそLD享気育」1951,刀1二 書5完.

10)r日 木1齋 教授 法 概 併.」1941・ 北 京阜 成 門 外北 礼 士,1為 新 民 巨1=書鮪・
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話す ことの教育(全 国大学国語教育学会編 国語科教育 第1集 〉

1962.5

3.雑 誌 に執筆 した もの

雑誌r日 本語」(日 本語 教育振興 会編集発行1941,1～1945,1)

北 支 に於け る 日本語教育 の特殊性1-21941.5

日本 語教授法序説1-11972.1

自国 語 と外国語一 日本語教授法序説2H-31972.3

自国語 と外国語一一一日本語教授法序説3H-41972,4

直 接 法 と対訳法(1)一 外 国語教授法 その4H-81972.8

直 接 法 と対訳法(2)一 外 国語教授法 そ4)5H-91972.9

台 湾 にお1ナる伊沢修 二先生V-11945.1

雑 誌r文 学」(岩 波書店編集発行)

外 国語 としての我 が国語の教授法に就 いて 、皿一4(特 輯r束 亜 に於

け る日本語」)1940.4

4.座 談 会の記録

華北 にお ける日本語教育.目(r日本 語」1-7)一 鯛Lエ0

筆 者 の調べたのは以上 の とお りであ るが,こ こに漏れ た ものをご教示 い

ただければ しあわせで ある。

(追記)

小稿は山口の教授法形成の背景について,特 に台湾峙代を取 りあげた。rlI口喜一

郎関係研究資料目録もつけるつもりであったが,筆 者の在外研究出発のため,で き

なかった,本 文にも不備の点が多 く,原 稿提出をためらったが,編 集委員の好意あ

る督促を受け,か たがた,こ とし1972年 が山口喜一郎生誕100年 の年でもあるので・

それにちなんで,不 備のまま提出することにした・ご教示 ・ご叱正を待つ しだいで

ある,
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